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3.研 究概 要
日本 国 内 で の木 質 文 化 財 調 査 と して 、 旧 園 田家 住 宅(石 川 県)用 材 の樹 種 識 別 調
査 、 国宝 朝 光 寺本 堂(兵 庫 県)用 材 の樹 種 識 別 調 査 、 総 持 寺 祖 院(石 川 県)用 材 の
樹 種 識 別 調 査 な らび に年 代 測 定 、松 尾 大 社(京 都 府)に お け る神 像 の樹 種 識 別 調 査 、
与 謝 野 町(京 都 府)一 帯 にお け る神 像 ・狛 犬 の樹 種 識 別 調 査 、滋 賀 県 地域 に お け る
神 像 ・狛 犬 樹 種 識 別 調 査 を行 った 。 ま た 、指 定 文 化 財 木 彫 像 の9点 の鑑 定(美 術 院
国 宝修 理 所 、 京 都 国立 博 物 館 、奈 良 国 立 博 物 館)を 完 了 した。
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究 を 開始 した・ま た8月3日 韓 国江 原 図1「 東 ア ジア の木 の文化 」と題す る 日韓
大 学 校 山 林 環 境 科 学 大 学 と の 問 で 共同研 究 ワー クシ ョップのポ スター。
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博 士 との 共 同研 究 で チ ベ ッ トシ ッキ ム 地 域 の 寺 院 用 材 の調 査 を11月4日 よ り12月
2日 の予 定 で 実 施 した 。H25年2月、イ ン ド林 業 研 究 所 の サ ンギ ッタ博 士 を招 聰 し、
第12回 木 の 文化 「木 の文 化 へ の い ざな い 一イ ン ド ・東 ヒマ ラヤ 」 を主 催 す る と同
時 に 、 イ ン ド産 木材 の 樹 種 識 別 に 関す る共 同研 究 を実 施 した。
最 後 に 、ベ トナ ム ハ ノイ 市 内 の12世 紀 の 遺 跡 、タ ン ロ ン遺 跡 よ り出 土す る木
材 の樹 種 識 別 と保 存 に 関す る 、ベ トナ ム 林 業 大 学 、奈 良 文化 財 研 究 所 、生 存 圏研 究
所 間 の共 同研 究 が 開 始 した 、11月に は フ ン准 教 授 が来 室 し、1月 に は高 妻 、杉 山が
ベ トナ ム 林 業 大 学 を訪 問 し、特 別 講 演 と学 生 指 導 の方 針 に つ い て話 会 う と と もに 、
タ ン ロン遺 跡 現 地 にお け る木 材 保 存 状 態 の 調 査 な らび に指 導 を行 な っ た 。
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